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◆ キーワード　アヒカル物語／イソップ寓話／老人遺棄／高麗葬／伝播

棄
老
説
話
（
難
題
型
）
の
源
流

田 

畑　

博 

子

一
、
は
じ
め
に

「
姥
棄
て
山
」
に
つ
い
て
は
江
戸
時
代
よ
り
様
々
な
論
考
が
あ
る

（
１
）。

三

原
幸
久
は
「
わ
が
国
で
は
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
第
三
十
二
話
に
「
七
十

余
人
流
遺
他
国
国
語
」
と
し
て
『
雑
宝
蔵
経
』
巻
一
「
棄
老
国
縁
」
に

由
来
す
る
物
語
を
載
せ
て
い
る
が
、
同
様
の
物
語
は
『
打
聞
集
』
第
七

話
「
老
者
移
他
国
事
」
に
も
あ
り
、『
雑
談
集
』
巻
四
に
は
簡
単
な
引
用
が

あ
る
」
と
し
て
い
る
［
稲
田　

一
九
七
七　

一
〇
一
～
一
〇
二
］。
ま
た
花

部
英
雄
は
「
イ
ン
ド
の
教
典
『
雑
宝
蔵
経
』
に
も
同
じ
モ
チ
ー
フ
の
も
の

が
み
え
る
。」
と
し
、
棄
老
説
話
・
難
題
型
の
起
源
を
『
雑
宝
蔵
経
』
と

し
て
い
る
［
福
田　

一
九
九
九　

一
七
六
］。
柳
田
国
男
も
「
村
と
学
童
」

の
中
で
そ
れ
を
指
摘
し
、
通
例
と
な
っ
て
い
た
［
柳
田　

一
九
四
五
］。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
中
、
稲
田
浩
二
は
「
ア
ヒ
カ
ル
物
語
」
と
「
棄
老

説
話
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
を
指
摘
し
［
稲
田　

二
〇
〇
一　

三
五
～

三
八
］、
関
敬
吾
も
『
日
本
の
昔
話
─
比
較
研
究
序
説
─
』
に
「
ア
ヒ

カ
ル
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
［
関　

一
九
七
七　

一
六
九
～
一
七
二
］。

こ
の
よ
う
に
比
較
文
学
研
究
者
の
間
で
は
棄
老
説
話
・
難
題
型
の
起
源

を
「
ア
ヒ
カ
ル
物
語
」
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
遠
田
勝
「「
イ
ソ
ッ
プ

伝
」
の
伝
承
と
変
容
─
「
ア
ヒ
カ
ル
物
語
」
か
ら
「
伊
曽
保
物
語
」
ま

で
─
［
一
九
八
三
］」
を
初
め
と
し
て
、
井
本
英
一
「
棄
老
説
話
の
起

源
［
一
九
九
六
］」、
岩
男
久
仁
子
「「
イ
ソ
ッ
プ
」
伝
の
「
難
題
問
答
」

［
一
九
九
六
］」
で
は
、
日
本
の
棄
老
説
話
の
原
初
を
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
に

伝
承
さ
れ
て
い
た
ア
ヒ
カ
ル
物
語
に
求
め
て
い
る
。
な
ぜ
こ
こ
に
二
つ
の

説
が
並
び
存
し
て
い
る
か
、
双
方
の
説
を
比
較
し
て
検
討
し
て
み
た
い

（
２
）。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
「
ア
ヒ
カ
ル
物
語
」
と
日
本
に
伝
承
さ
れ
て
い

る
棄
老
説
話
と
が
、
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
難
題
と
話
型
に
つ
い
て

検
証
す
る
。
そ
の
た
め
に
日
本
の
棄
老
説
話
を
遡
行
し
、
文
献
、
口
承
説

話
を
比
較
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
難
題
を
も
と
に
伝
承
経
路
を
探
っ
て
い
き

た
い
。
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二
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
・
古
代
中
国
等
文
献
に
み
る
棄
老
説
話

二
―
１
「
ア
ヒ
カ
ル
物
語
」（
紀
元
前
五
世
紀
成
立
）

「
ア
ヒ
カ
ル
物
語
」
は
、古
代
オ
リ
エ
ン
ト
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
物
語
で
、

主
人
公
ア
ヒ
カ
ル
は
、
賢
明
な
書
記
官
で
あ
っ
た
。
こ
の
ア
ヒ
カ
ル
に
つ

い
て
の
話
は
「
ア
ヒ
カ
ル
物
語
群
」
と
い
え
る
ほ
ど
広
く
分
布
し
て
い
た

よ
う
で
、「
イ
ソ
ッ
プ
」、『
旧
約
聖
書
』
の
外
典
の
一
つ
で
あ
る
「
ト
ビ
ト

記
」
に
も
出
て
く
る
。
こ
の
「
ア
ヒ
カ
ル
物
語
」
の
最
古
の
テ
キ
ス
ト
は
、

エ
ジ
プ
ト
・
ナ
イ
ル
川
の
中
に
あ
る
エ
レ
パ
ン
テ
ィ
ネ
島
で
、
肥
料
を
探

し
て
い
た
農
民
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
文
書
の
内
容
に
つ
い
て
は

一
九
〇
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
セ
イ
ス
と
カ
ウ
リ
ー
に
よ
り
、
一
九
一
一
年

に
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
中
近
東
語
学
者
エ
ド
ゥ
ワ
ル
ト
・
ザ
ハ
ウ
に
よ
っ

て
研
究
発
表
さ
れ
た
［
杉　

一
九
七
八　

三
七
七
～
三
八
六
］。
こ
れ
ら
は

ア
ラ
ム
語
で
書
か
れ
て
い
た
が
、
ア
ラ
ム
語
は
シ
リ
ア
と
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

で
紀
元
前
か
ら
い
く
つ
も
の
小
国
家
を
築
い
た
ア
ラ
ム
人
の
言
語
で
、
前

七
～
前
四
世
紀
に
は
ア
ッ
シ
リ
ア
王
国
、
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ペ
ル
シ
ァ

帝
国
の
公
用
語
と
し
て
広
大
な
地
域
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
も
使
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
旧
約
聖
書
に
も
一
部
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
成
立
に
つ
い
て
は
紀
元
前
五
世
紀
後
半
と
さ
れ
る
［
伊
藤　
一
九
七
四　

二
三
三
］。「
ア
ヒ
カ
ル
物
語
」
の
要
旨
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ア
ッ
シ
リ
ア
の
賢
明
な
書
記
官
ア
ヒ
カ
ル
は
六
十
人
の
妻
と
六
十
の
邸

宅
を
持
ち
六
十
歳
に
な
っ
た
が
、
息
子
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
、
甥
の

ナ
ダ
ン
を
息
子
代
わ
り
に
育
て
た
。
ナ
ダ
ン
は
財
産
を
浪
費
し
、
あ
ら
ゆ

る
罪
を
犯
し
た
た
め
、
ア
ヒ
カ
ル
の
追
及
を
恐
れ
た
。
そ
こ
で
ナ
ダ
ン
は

王
に
「
ア
ヒ
カ
ル
が
王
に
対
し
て
叛
逆
の
心
を
持
っ
て
い
る
」
と
訴
え
た
。

す
る
と
王
は
ア
ヒ
カ
ル
に
死
刑
を
宣
告
す
る
。
し
か
し
死
刑
執
行
人
に
自

分
の
代
わ
り
に
奴
隷
を
処
刑
さ
せ
、
妻
に
か
く
ま
っ
て
も
ら
う
。
こ
の
ア

ヒ
カ
ル
の
死
の
知
ら
せ
が
届
く
と
隣
国
エ
ジ
プ
ト
の
王
は
す
ぐ
に
「
天
と

地
の
間
に
宮
殿
を
建
て
る
よ
う
に
」
と
の
難
題
を
ア
ッ
シ
リ
ア
に
出
し
て

き
た
。
こ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
ら
国
家
収
入
を
三
年
間
支
払
っ
て
も
ら
い
、

で
き
た
と
き
は
反
対
に
エ
ジ
プ
ト
が
ア
ッ
シ
リ
ア
に
支
払
う
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
王
は
ア
ヒ
カ
ル
を
処
刑
し
た
こ
と
を
後
悔
し
た
が
、
後
の
祭

り
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
時
、
死
刑
執
行
人
は
ア
ヒ
カ
ル
が
生
き
て
い
る

こ
と
を
王
に
知
ら
せ
、
王
は
ア
ヒ
カ
ル
を
エ
ジ
プ
ト
に
向
か
わ
せ
た
。
ア

ヒ
カ
ル
は
大
き
な
鳥
の
背
中
に
乗
っ
て
空
中
に
飛
び
上
が
り
、
地
上
に
い

る
エ
ジ
プ
ト
の
王
様
に
、石
材
を
空
中
に
運
び
挙
げ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
［
伊

藤　

一
九
七
四　

二
四
四
～
二
五
六
］。

こ
の
「
ア
ヒ
カ
ル
物
語
」
に
棄
老
説
話
の
源
流
を
み
る
の
が
、
前
述
の

比
較
文
学
研
究
者
で
あ
る
。
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
と
古
代
日
本
を
結
ぶ
文
化
に

関
す
る
研
究
を
し
て
い
る
井
本
は
、
日
本
の
棄
老
説
話
の
起
源
は
、「
ア
ヒ

カ
ル
物
語
」
と
し
、
そ
こ
か
ら
「
イ
ソ
ッ
プ
」、「
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
」、「
雑

宝
蔵
経
」、「
日
本
口
承
説
話
」
へ
と
い
う
伝
播
経
路
を
た
ど
っ
た
と
説
明
し

て
い
る
。
そ
こ
で
は
主
に
中
東
の
文
献
を
中
心
に
論
じ
、
エ
ジ
プ
ト
で
発

見
さ
れ
た
パ
ピ
ル
ス
の
断
片
に
記
録
さ
れ
て
い
た
「
ア
ヒ
カ
ル
物
語
」
と
、

当
時
広
く
伝
承
し
て
い
た
賢
者
ア
ヒ
カ
ル
の
物
語
群
を
「
イ
ソ
ッ
プ
」
の

中
か
ら
拾
い
出
し
、
日
本
の
棄
老
説
話
と
比
較
研
究
し
て
い
る
。
ま
た
難
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題
に
つ
い
て
も
論
及
し
て
お
り
、「
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
」
の
中
に
あ
る
多
く

の
難
題
の
中
か
ら
、
三
つ
の
難
題
が
日
本
の
難
題
型
説
話
の
難
題
に
影
響

を
与
え
て
い
る
と
し
て
い
る
［
井
本　

一
九
九
六　

七
七
～
一
〇
〇
］。

二
―

２
『
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
』（
紀
元
前
三
世
紀
ご
ろ
の
成
立
）

『
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
』
の
中
の
「
棄
老
説
話
」
と
さ
れ
る
話
は
次
の
よ
う
で

あ
る

　

バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
宰
相
に
な
っ
た
イ
ソ
ッ
プ
は
、
養
子
の
奸
計
に
陥
れ
ら

れ
て
王
か
ら
死
刑
を
宣
告
さ
れ
る
。
イ
ソ
ッ
プ
の
味
方
で
あ
っ
た
将
軍
は

古
い
棺
桶
に
イ
ソ
ッ
プ
を
入
れ
て
、
国
王
に
は
処
刑
し
た
と
偽
る
。
す
る

と
そ
れ
を
知
っ
た
エ
ジ
プ
ト
の
王
は
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
に
対
し
て
十
年
の

貢
納
を
賭
け
て
難
題
を
吹
き
か
け
て
き
た
。
そ
の
難
題
は
「
地
に
も
着
か

ず
、
天
に
も
触
れ
な
い
高
い
塔
を
つ
く
る
者
た
ち
を
よ
こ
せ
」
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。
王
は
イ
ソ
ッ
プ
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
後
悔
す
る
。
こ

の
時
イ
ソ
ッ
プ
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
す
ぐ
に
イ
ソ
ッ
プ
は

エ
ジ
プ
ト
へ
行
く
。
鷲
の
背
中
に
子
ど
も
を
乗
せ
、
敷
地
の
四
隅
で
鷲
を

舞
い
上
が
ら
せ
、
子
ど
も
た
ち
に
「
泥
と
煉
瓦
と
材
木
と
、
そ
れ
に
道
具

を
渡
し
て
下
さ
い
」
と
叫
ば
せ
た
［
中
務　

一
九
九
六　

七
四
～
七
五
］。

二
―
３
『
南
伝
本
生
譚
（
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
（
紀
元
前
三
世
紀
ご
ろ
の
成
立
）

紀
元
前
三
世
紀
ご
ろ
の
成
立
と
さ
れ
る
イ
ン
ド
の
『
南
伝
本
生
譚

（
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
）』
は
次
の
よ
う
で
あ
る
（
以
下
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
』

と
す
る
）。［
大
ト
ン
ネ
ル
前
生
物
語
］

印
度
の
マ
ホ
ー
サ
ダ
は
、
ヴ
ィ
ー
デ
ー
ハ
王
を
敵
王
の
城
内
か
ら
ト
ン

ネ
ル
を
掘
っ
て
脱
出
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
の
と
き
出
さ
れ

た
難
題
を
比
類
な
き
最
高
の
賢
者
マ
ホ
ー
サ
ダ
が
解
い
て
助
け
る
。
七
歳

の
賢
者
で
あ
る
マ
ホ
ー
サ
ダ
は
、
王
の
命
に
よ
る
十
九
の
難
題
を
こ
と
ご

と
く
解
決
し
て
い
く
［
中
村　

一
九
八
八　

一
～
一
四
八
］。

二
―
４『
雑
宝
蔵
経
』「
棄
老
説
話
國
縁
第
四
」（
紀
元
前
二
〇
〇
年
ご
ろ
の
成
立
）

『
雑
宝
蔵
経
』
は
イ
ン
ド
の
原
始
仏
教
経
典
で
、
新
国
訳
大
蔵
教
本
縁

部
に
あ
る
。
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

棄
老
国
の
王
に
よ
っ
て
親
を
棄
て
る
命
が
出
さ
れ
る
。
あ
る
大
臣
は
親

を
棄
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
く
ま
っ
て
い
る
。
あ
る
時
天
神
よ
り
王

に
難
題
が
出
さ
れ
る
が
、
誰
も
答
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
時
、
か
く
ま
っ

て
い
た
親
が
答
え
を
教
え
、
王
は
そ
れ
よ
り
老
人
の
知
恵
を
認
識
し
、

そ
れ
以
来
、
棄
て
る
こ
と
は
し
な
く
な
っ
た
。［『
雑
宝
蔵
経
』
巻
第
一
書

写
年
代　

天
平
十
二
年
（
七
四
〇
年
）
阪
本
龍
門
文
庫
善
本
電
子
画
像

集
・
奈
良
女
子
大
学
所
蔵　

資
料
画
像
集
画
像
原
文 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・

『
國
訳
一
切
経
・
本
縁
部
』
岡
教
邃
訳　

一
九
三
一
（
昭
和
六
年
）
大

東
出
版
社　

ト
ロ
ン
ト
大
学
収
蔵　

画
像
原
文 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
］

三
、
難
題
の
比
較

そ
れ
ぞ
れ
の
話
の
難
題
を
見
て
み
た
い
。（
な
お
答
え
が
日
本
と
共
通

の
場
合
に
は
記
載
し
な
い
）
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①
「
ア
ヒ
カ
ル
物
語
」　

難
題 

 「
天
と
地
の
間
に
宮
殿
を
建
て
る
よ
う
に
」
→
国
家
収
入
を
三
年

間
賭
け
る
。

解
答
…
… 
大
き
な
鳥
の
背
中
に
乗
っ
て
空
中
に
飛
び
上
が
り
、
地
上
に
い
る
エ

ジ
プ
ト
の
王
様
に
、
石
材
を
空
中
に
運
び
挙
げ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
。

②
「
イ
ソ
ッ
プ
」

難
題 

 「
地
に
も
着
か
ず
、
天
に
も
触
れ
な
い
高
い
塔
を
つ
く
る
者
た
ち

を
よ
こ
せ
」
→
十
年
の
貢
納
を
賭
け
る
。

解
答
…
… 

鷲
の
背
中
に
子
ど
も
を
乗
せ
、
敷
地
の
四
隅
で
鷲
を
舞
い
上
が

ら
せ
、
子
ど
も
た
ち
に
「
泥
と
煉
瓦
と
材
木
と
、
そ
れ
に
道
具

を
渡
し
て
下
さ
い
」
と
叫
ば
せ
た
。

③
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
』
の
難
題

難
題 

（
８
）
棒
問
答
…
…
ア
カ
シ
ア
の
棒
の
根
と
上
の
区
別
。

難
題 

（
10
）
蛇
問
答
…
…
蛇
の
雌
雄
の
判
別
。

解
答
…
… 

①
雄
の
方
が
尾
が
太
い　

②
雄
の
蛇
の
頭
は
大
き
い　

③
雄
の

蛇
の
両
眼
が
大
き
い　

④
雄
の
卍
紋
は
丸
み
を
帯
び
て
い
る
が
、

雌
は
切
れ
て
い
る
。

難
題 

 （
12
）
マ
ニ
珠
問
答
…
…
八
角
形
の
マ
ニ
珠
を
貫
く
糸
が
切
れ
た

が
、
だ
れ
も
新
し
い
糸
を
通
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

難
題 
 （
15
）
砂
問
答
…
…
砂
の
綱
を
作
る
よ
う
に
と
王
様
の
お
達
し
が

あ
っ
た
。

解
答
…
… 

村
人
は
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
断
片
を
送
る
よ
う
に
と
王
様
に

頼
む
。

難
題 

 （
17
）
庭
園
問
答
…
…
庭
園
を
持
っ
て
く
る
よ
う
に
と
王
様
か
ら

の
お
達
し
が
あ
っ
た
。

解
答
…
… 

村
人
は
、
持
っ
て
い
く
の
で
、
持
た
せ
て
く
だ
さ
い
と
い
っ
て

解
決
し
た
。

こ
こ
で
雑
宝
教
棄
老
説
話
の
難
題
と
共
通
す
る
の
は
（
８
）
棒
問
答

（
10
）
蛇
問
答
（
12
）
マ
ニ
珠
問
答
で
あ
る
。（
15
）
の
砂
問
答
は
日
本
の

灰
縄
と
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
（
17
）
は
「
ア
ヒ
カ
ル
物
語
」
と
『
イ

ソ
ッ
プ
寓
話
』
に
共
通
す
る
。

④
『
雑
宝
藏
経
』

難
題　

１　
「
蛇
の
雌
雄
の
判
別
」

解
答
…
… 

柔
ら
か
い
布
の
上
に
置
い
て
騒
ぎ
立
て
る
の
は
雄
、
じ
っ
と
し

て
動
か
な
い
の
は
雌
で
あ
る
。

難
題　

３　
「
象
の
重
さ
を
量
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」

解
答
…
… 

象
を
池
に
浮
か
ぶ
船
に
乗
せ
、
ど
の
く
ら
い
沈
ん
だ
か
を
見
て
、

次
に
石
を
乗
せ
て
同
じ
位
置
に
沈
ま
せ
て
そ
の
石
の
重
さ
を
量

れ
ば
わ
か
る
。

難
題　

８　
「
眞
檀
木
の
幹
と
根
元
の
判
別
は
ど
う
す
る
か
」

難
題　

９　
「
馬
の
親
子
の
判
別
方
法
」

　

九
問
出
さ
れ
た
難
題
の
う
ち
、
１
、３
、８
、９
の
難
題
が
日
本
に
伝
承
さ

れ
て
い
る
棄
老
説
話
に
登
場
す
る
。

⑤
中
国
口
承
説
話
の
難
題
［
劉　

二
〇
〇
二　

六
一
六
～
六
二
六
］

Ⅰ
鼠
を
排
除
す
る
方
法　

Ⅱ
水
源
を
探
す
方
法　

Ⅲ
怪
物
を
殺
す
方
法　
Ⅳ

蛇
の
雌
雄
の
判
別　
Ⅴ
馬
の
親
子
の
判
別　
Ⅵ
木
の
根
と
梢
の
判
別　
Ⅶ
九
曲
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の
明
珠
を
繋
ぐ
方
法　
Ⅷ
二
匹
の
鼠
の
判
別　

Ⅸ
二
つ
の
虫
の
判
別　

Ⅹ
一

本
の
棒
の
判
別　
Ⅺ
旱
災
の
時
、
水
を
探
す
方
法

⑥
そ
の
他
の
国
の
伝
承

１　

 

ラ
オ
ス　
「
老
い
を
憎
ん
だ
王
様
」
難
題
型
…
…
木
の
梢
と
元
の
見
極

め
［
キ
ャ
シ
ー
・
ス
パ
ニ
ョ
ー
リ
二
〇
〇
一　

四
六
～
五
一
］

２　

 

ネ
パ
ー
ル　
「
老
父
を
棄
て
る
ド
コ
」（
背
負
子
）
…
…
親
棄
畚
型
［
坂

田　

一
九
九
八　

六
二
］

⑦
韓
国
の
口
承
説
話

韓
国
の
伝
承
を
見
て
み
る
と
、
親
棄
畚
型
が
多
く
伝
承
さ
れ
て
い
る

が
、
難
題
型
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
次
に
述
べ
る
の
は
『
韓
国
の
民
話

伝
説
［
崔
常
植　

二
〇
〇
八
］』『
韓
国
口
碑
文
学
大
系　

全
羅
北
道
全

州
市
・
完
州
郡
篇
［
崔
来
沃　

二
〇
〇
二
］』『
全
北
民
譚
［
崔
来
沃　

一
九
七
九
］』『
韓
国
古
典
説
話
集
１
［
朴
チ
ョ
ン
イ
ク　

二
〇
〇
〇
］』

に
あ
る
棄
老
説
話
に
つ
い
て
の
分
類
で
あ
る
。

（
一
）
枝
折
型
＋
蟻
通
＋
木
の
梢
と
根
元
の
判
別
＋
馬
の
親
子
の
判
別

（
二
）
象
の
体
重
を
量
る
＋
鳥
の
母
と
子
の
判
別
＋
木
の
末
と
元
の
判
別

（
三
）
枝
折
型
＋
灰
縄
型

（
四
）
馬
の
親
子
の
判
別
＋
蟻
通
＋
象
の
重
さ
を
量
る

（
五
）「
救
国
」
パ
タ
ー
ン
（
中
国
か
ら
全
土
を
お
お
う
布
を
要
求
さ
れ
る
）

こ
れ
か
ら
韓
国
で
は
蟻
通
、
木
の
梢
と
根
元
の
判
別
、
馬
の
親
子
の
判

別
、
鳥
の
母
と
子
の
判
別
、
灰
縄
三
尋
、
象
の
重
さ
を
量
る
と
い
う
難
題

が
見
ら
れ
、
枝
折
型
と
難
題
の
複
合
型
が
広
く
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

三
―

１　

難
題
の
ま
と
め

「
ア
ヒ
カ
ル
物
語
」「
イ
ソ
ッ
プ
」
双
方
は
、
難
題
も
切
り
返
し
も
同
様
で

あ
る
。
ま
た
『
南
伝
本
生
譚
（
ジ
ャ
ー
タ
カ
）』
の
「
比
類
な
き
七
歳
の
最

高
の
賢
者
マ
ホ
ー
サ
ダ
」
に
よ
る
難
題
の
解
決
策
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

十
九
問
あ
る
う
ち
で
、
日
本
の
口
承
説
話
に
モ
チ
ー
フ
が
共
通
す
る
も
の
を

挙
げ
る
。

（
８
）（
10
）（
12
）
の
三
問
は
、
井
本
英
一
が
日
本
の
口
承
説
話
と
の

関
連
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
が
、（
15
）
砂
の
綱
に
つ
い
て
は
論
及
し

て
い
な
い
。
こ
れ
は
日
本
の
灰
縄
と
類
似
し
て
い
る
。「
砂
の
綱
を
作
る

よ
う
に
と
王
様
の
お
達
し
が
あ
っ
た
が
、
村
人
が
見
た
こ
と
が
な
い
の
で

断
片
を
送
る
よ
う
に
王
様
に
頼
む
」
と
い
う
話
で
あ
る
。
日
本
の
灰
縄
型

で
は
綯
っ
た
縄
を
焼
く
と
い
う
解
決
策
を
講
じ
る
が
、
こ
こ
で
は
難
題
に

対
し
て
「
村
人
は
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
断
片
を
送
る
よ
う
に
と
王
様
に

頼
む
」
と
い
う
難
題
を
重
ね
る
手
法
が
取
ら
れ
て
い
る
。

『
雑
宝
蔵
経
』

「（
１
）
蛇
の
雌
雄
の
判
別
」「（
３
）
象
の
重
さ
を
量
る
」「（
８
）
木
の

幹
と
根
元
の
判
別
」「（
９
）
馬
の
親
子
の
判
別
」
の
四
つ
の
難
題
が
日
本

口
承
説
話
に
登
場
す
る
。
し
か
し
こ
こ
に
は
「
蟻
通
」
は
見
ら
れ
な
い
。

『
雑
宝
蔵
経
』
が
棄
老
説
話
の
起
源
と
す
る
な
ら
、
蟻
通
型
は
ど
こ
か
ら

き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
南
伝
本
生
譚
（
ジ
ャ
ー
タ
カ
）」
に
蟻
通
型
の
難

題
が
あ
る
の
で
、
別
系
統
の
伝
播
が
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

こ
の
よ
う
に
難
題
を
見
て
い
く
と
、「
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
」
に
あ
っ
て
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「
雑
宝
蔵
経
」
に
な
い
も
の
は
、
蟻
通
、
灰
縄
で
あ
り
、「
雑
宝
蔵
経
」
に

あ
っ
て
「
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
」
に
な
い
も
の
は
象
の
重
さ
を
量
る
と
馬
の

親
子
の
判
別
で
あ
る
。
日
本
で
は
蟻
通
、
灰
縄
は
非
常
に
伝
承
密
度
の
濃

い
話
で
あ
る
。
す
る
と
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
は
「
雑
宝
蔵
経
」
を
経
な
い

別
の
伝
承
形
態
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
中
国
を
見
て
い
く
と
、
鼠
退
治
型
の
話
型
が
多
く
、
灰
縄
型
、
象

の
体
重
を
量
る
話
は
な
い
。「
象
の
体
重
を
量
る
話
」
が
な
い
理
由
は
、

陳
寿
の
著
し
た
『
三
国
志
』
魏
書
巻
二
十
「
鄧
哀
王
沖
伝
」
に
あ
る
曹
操

の
息
子
、
曹
沖
の
話
で
あ
る
こ
と
に
理
由
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
話
は

象
の
重
さ
を
量
る
こ
と
が
主
題
な
の
で
、
イ
ン
ド
な
ど
に
伝
承
し
て
い
た

モ
チ
ー
フ
が
『
三
国
志
』
に
入
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

韓
国
と
日
本
は
難
題
の
種
類
に
類
似
点
が
多
い
。
灰
縄
型
は
日
本
、
韓

国
に
多
い
。
ま
た
日
本
、
韓
国
で
は
馬
の
親
子
の
判
別
、
蛇
の
雌
雄
の
判

別
の
話
は
伝
承
が
少
な
い
。
そ
し
て
柳
田
が
指
摘
し
た
日
本
独
自
の
話
と

す
る
「
打
た
ぬ
太
鼓
に
鳴
る
太
鼓
」
と
い
う
難
題
は
、
和
尚
と
小
僧
の
形

式
を
取
る
こ
と
が
多
く
、
絵
姿
女
房
の
難
題
に
も
な
っ
て
い
る
。
文
献
と

し
て
は
『
今
昔
物
語
』
巻
三
一
第
三
三
の
「
竹
取
翁
、
見
付
女
児
養
語
」

に
、
こ
の
鼓
を
持
っ
て
く
る
よ
う
に
と
い
う
話
が
見
ら
れ
る
。

四
、
老
人
遺
棄
の
慣
習
に
つ
い
て

老
人
遺
棄
の
慣
習
と
「
棄
老
説
話
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
関
敬
吾
は

「
姥
棄
山
考
」
で
、
六
十
歳
の
還
暦
、
老
人
の
欠
歯
、
風
葬
と
両
墓
性
を

あ
げ
、「
姥
棄
山
」
の
伝
説
が
生
ま
れ
る
背
景
と
な
る
慣
習
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
［
関　

一
九
六
六　

一
～
七
］。

韓
国
の
高
麗
葬（

３
）に

つ
い
て
の
記
録
は
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
の
「
一
四
二
九　

朝
鮮
王
朝
実
録
世
宗
十
一
年
」
に
あ
る
。
そ
こ
に
は
死
に
か
け
た
父
母
を
、

ま
だ
息
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
外
に
放
り
出
す
よ
う
す
が
書
か
れ
て
い

る
。
そ
し
て
「
た
と
え
ま
た
生
き
返
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
死
を
免
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
高
麗
葬
は
、
斎
藤
忠
な
ど
の
朝
鮮
の
再
葬
、
洗
骨
葬
研
究
に
よ
っ

て
、
東
ア
ジ
ア
地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
古
代
葬
法
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
［
斉
藤　

一
九
八
一　

二
五
五
～
二
五
七
］。
葬
法

に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
王
朝
前
期
に
教
化
政
策
が
行
わ
れ
て
い
る
［
古
田　

一
九
九
二　

九
三
～
一
二
四
］。

韓
国
に
お
け
る
口
承
の
棄
老
説
話
は
『
伝
説
の
朝
鮮
［
三
輪
環

一
九
一
九
］』
に
早
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
『
朝
鮮
童
話
集
［
朝

鮮
総
督
府　

一
九
二
四
］』
が
一
九
二
六
年
に
出
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

の
話
も
親
棄
畚
型
の
話
で
あ
る
。

大
島
建
彦
は
「
姥
捨
て
」
と
葬
送
に
つ
い
て
、「
日
本
民
俗
学
の
立
場

か
ら
は
、
姨
捨
て
の
昔
話
や
伝
説
が
、
厄
年
や
隠
居
や
葬
送
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
習
俗
の
反
映
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
ま

た
「
を
ば
す
て
」
は
墓
所
に
あ
た
る
と
い
う
説
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
し
、

ま
た
五
来
重
の
『
熊
野
詣
』
の
「
補
陀
落
渡
海
」
の
項
目
に
は
「「
お
は

つ
せ
」
ま
た
は
「
は
つ
せ
」
が
大
和
の
「
隠
国
の
初
瀬
」
と
同
じ
死
者
の

国
の
風
葬
で
あ
り
、
棄
老
伝
説
は
宝
積
経
や
大
和
物
語
に
見
え
る
印
度
の
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棄
老
説
話
の
翻
案
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、「
葬
制
」
と

の
関
連
を
論
じ
て
い
る
［
大
島　

一
二
八
～
一
五
六
］。

奄
美
・
沖
縄
の
葬
送
習
俗
と
し
て
風
葬
や
洗
骨
は
、
奄
美
・
沖
縄
の

人
々
に
と
っ
て
は
記
憶
に
新
し
い
習
俗
で
あ
る
。
洗
骨
は
一
九
九
〇
年
代

ま
で
、
と
き
ど
き
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
す
程
度
に
行
わ
れ
て
い
た
。
風
葬

は
現
在
で
も
地
元
の
人
々
は
そ
の
場
所
を
知
っ
て
い
る
し
、
人
骨
は
そ
の

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
［
渡
邊　

二
〇
〇
八　

四
四
七
］。

『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
で
は
殯
、『
万
葉
集
』
で
は
大
殯
と
さ
れ
る

「
殯
（
も
が
り
）」
の
存
在
や
、
か
つ
て
日
本
の
あ
ち
こ
ち
に
存
在
し
た
「
喪

屋
」
に
よ
っ
て
人
々
は
、
死
を
意
識
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
方
視
点
を
変
え
て
葬
送
習
俗
を
見
て
み
る
と
、
平
安
時
代
末
期
・
藤

原
頼
長
の
日
記
『
台
記
』
に
あ
る
「
清
目
」
に
注
目
し
た
い
。
そ
こ
に
は

次
の
よ
う
な
描
写
が
あ
る
。

死
人
妻
女
、
被
棄
死
人
之
清
目
貞
正
従
者
、
賜
検
非
違
使
、
被
問
穢
実

否
、
其
問
注
記
如
此
、
宜
計
申
穢
有
無
者
、
披
見
之
処
、
申
曰
、
依
非

私
宅
、
為
不
令
穢
其
所
、
未
死
之
時
、
語
清
目
令
置
郭
外
畢
清
目
申
曰
、

未
死
之
時
、
妻
申
可
置
郭
外
之
由
、
答
曰
気
未
絶
忽
棄
置
如
何
、
妻
申

曰
、
依
非
私
家
不
能
令
穢
若
不
可
忽
死
時
、
造
小
屋
於
郭
外
、
早
可
置

郭
外
隋
命
置
郭
外
暫
守
之
間
、
其
気
絶
畢
仍
所
率
棄
也
、
貞
正
従
者
申

曰
、
清
目
率
死
人
過
大
路
之
時
見
之
、
成
於
郭
内
気
絶
之
疑
計
也

『
増
補
史
料
大
成
』
第
二
十
四
巻　

一
九
八
九
［
台
記　

巻
十
一　

久

壽
元
年
四
月
二
日　

一
一
六
］

承
仕
の
妻
曰
く
「
私
宅
で
な
い
寄
宿
所
を
も
し
穢
す
よ
う
な
こ
と
に

な
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
の
で
、
ま
だ
死
ぬ
前
に
、
清
目

に
申
し
つ
け
て
、
郭
外
に
出
さ
せ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
」

清
目
曰
く
「
私
は
、
ま
だ
死
ん
で
い
な
い
も
の
を
郭
外
に
棄
て
置
く

の
は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
、
と
申
し
上
げ
た
の
で
す
が
、
奥

様
が
、
も
し
寄
宿
所
を
穢
す
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
す

ぐ
死
な
な
く
と
も
、
郭
外
に
小
屋
を
つ
く
っ
て
、
と
に
か
く
早
く
運

び
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ま
も
な
く
息
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
の

で
、
死
体
を
運
び
棄
て
ま
し
た
次
第
で
す
」

目
撃
者
曰
く
「
私
は
、
清
目
が
死
体
を
引
い
て
大
路
を
過
ぎ
て
い
く

の
を
見
ま
し
て
、
郭
内
で
死
ん
だ
も
の
と
ば
か
り
思
っ
た
の
で
す
」

京
都
部
落
史
研
究
所
に
よ
る
『
中
世
の
民
衆
と
芸
能
』
に
は
次
の
よ
う

に
説
明
さ
れ
て
い
る
［
京
都
部
落
史
研
究
所　

一
九
八
六　

七
一
～
七
六
］。

 

・ 「
清
目
」
と
は
「
死
体
を
か
た
づ
け
る
こ
と
を
職
業
と
す
る
」
人
々
の 

こ
と
で
あ
る
。

 

・ 『
今
昔
物
語
』
巻
三
一
─
三
十
に
も
、
死
に
そ
う
に
な
っ
た
女
が
家
を

追
い
出
さ
れ
て
鳥
辺
野
で
死
に
絶
え
る
と
い
う
話
が
あ
る
が
、
人
々

は
「
死
の
穢
れ
」
を
怖
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 

・ 『
兵
範
記
』
に
は
死
体
を
片
づ
け
る
人
を
「
河
原
法
師
等
」
と
表
記
さ

れ
て
い
る
。

 
・ 『
今
物
語
』
に
は
「
一
条
河
原
の
き
よ
め
が
家
」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
貴
族
や
寺
社
の
葬
儀
を
生
活
の
糧
に
し
て
い
た

の
が
「
坂
」（
清
水
坂
非
人
）
で
あ
る
。
文
安
二
（
一
四
四
五
）
年
に
、
東

寺
の
寺
僧
の
葬
送
に
関
し
て
取
り
決
め
が
結
ば
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
次
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の
よ
う
で
あ
っ
た
［
京
都
部
落
史
研
究
所　

一
九
八
六　

七
一
～
七
六
］。

・ 
坂
は
葬
儀
の
際
、
遺
体
を
載
せ
る
三
昧
輿
を
東
寺
が
反
復
し
て
使
用
す

る
こ
と
を
認
め
る
。

・ 

火
葬
場
に
持
ち
込
ま
れ
た
幕
や
馬
鞍
と
い
っ
た
道
具
類
を
す
べ
て
「
坂

の
沙
汰
所
」
へ
引
き
渡
す
。

な
ど
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、「
輿
の
反
復

使
用
」
で
あ
る
。
火
葬
場
に
持
ち
込
ま
れ
た
品
物
は
す
べ
て
坂
非
人
が
取

得
す
る
の
は
当
然
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
、
輿
だ
け
は
勘
弁
を
と
い
う

こ
と
で
、
反
復
の
使
用
を
認
め
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
輿
の
反
復
使
用
と
「
棄

老
説
話
」
の
「
親
棄
畚
型
」
と
の
関
連
性
が
考
え
ら
れ
る
。
一
般
庶
民
の

葬
送
に
つ
い
て
は
『
餓
鬼
草
紙
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
葬
制

が
あ
る
。
遺
体
は
木
棺
に
入
れ
ら
れ
た
り
、
筵
に
の
せ
ら
れ
た
り
し
て
い

る
。
こ
こ
は
死
人
の
衣
服
や
道
具
類
を
得
る
た
め
に
、
生
活
の
手
段
を
持

た
な
い
人
々
に
と
っ
て
重
要
な
糧
を
得
る
場
所
で
あ
っ
た
。

五
、
ま
と
め

日
本
に
伝
承
さ
れ
た
棄
老
説
話
は
、
中
国
、
韓
国
で
採
集
さ
れ
て
い

る
話
数
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
採
集
数
そ
の
も
の
の
多
さ
と
、
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。

話
型
か
ら
棄
老
説
話
を
見
る
と
、「
ア
ヒ
カ
ル
物
語
」、『
イ
ソ
ッ
プ
寓

話
』、『
雑
宝
蔵
経
』
の
話
型
と
日
本
の
口
承
説
話
の
形
式
が
一
致
す
る
。

難
題
は
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
』
の
難
題
の
四
つ
と
一
致
す
る
。
ま
た
難
題

を
出
す
の
は
殿
様
、
王
様
、
外
国
、
隣
国
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
韓
国
の

場
合
は
中
国
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
外
国
、
隣
国
と
い
う
対
外
意
識
は
も

と
も
と
こ
の
説
話
の
持
っ
て
い
た
話
の
要
素
で
、
名
残
と
考
え
ら
れ
る
。

柳
田
国
男
は
「
親
棄
山
」
で
灰
縄
型
、
枝
折
型
を
日
本
本
来
の
も
の
と

し
て
い
る
が
、
灰
縄
型
、
枝
折
型
は
日
本
だ
け
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の

で
は
な
く
、韓
国
に
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
南
伝
本
生
譚
（
ジ
ャ
ー

タ
カ
）』
の
難
問
「
砂
の
綱
」
が
「
灰
の
綱
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

イ
ン
ド
に
も
そ
の
命
脈
は
つ
な
が
る
こ
と
と
な
る
。

「
親
棄
畚
型
」
の
初
発
は
『
孝
子
伝
』
に
あ
る
と
さ
れ
る
。『
雑
宝
蔵
経
』

と
棄
老
説
話
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
이
관
복
（
イ
ク
ァ
ン
ボ
ク
）
の
「『
雑

宝
蔵
経
』
の
中
の
民
間
説
話
関
連
様
相
研
究
」
に
詳
し
い

（
４
）［

이
관
복
（
イ

ク
ァ
ン
ボ
ク
）
二
〇
一
一　

一
四
九
～
一
七
八
］。

韓
国
の
場
合
「
枝
折
型
」
は
母
親
が
枝
を
折
る
場
合
が
多
い
よ
う
だ
が
、

日
本
で
は
母
親
と
は
限
ら
な
い
。
採
集
数
の
多
い
長
野
・
山
口
県
の
例
を

見
る
と
、
母
親
で
あ
る
場
合
が
二
十
話
、
父
親
で
あ
る
場
合
が
六
話
、
老

人
で
あ
る
場
合
（
不
明
）
一
話
、
ま
た
木
の
枝
で
は
な
く
葉
を
ち
ぎ
る
と

い
う
の
が
父
親
、
母
親
そ
れ
ぞ
れ
一
話
ず
つ
あ
る
。
日
本
全
域
を
み
て
も

ほ
ぼ
同
じ
傾
向
に
あ
る
。

中
田
李
美
子
は
、「
枝
折
型
」
を
「
親
棄
畚
型
」
の
変
型
と
見
て
い
る
。

ま
た
今
野
達
は
了
誉
の
『
古
今
序
注
』
の
枝
折
型
説
話
、
真
名
本
『
曽
我

物
語
』
の
同
型
の
話
に
つ
い
て
、
外
来
の
孝
孫
原
谷
系
説
話
の
二
転
三
転

し
た
形
と
し
て
い
る
［
今
野　

二
〇
〇
八　

四
八
五
］。
こ
の
枝
折
型
の

モ
チ
ー
フ
は
『
神
道
集
』
巻
二
第
七
話
「
二
所
権
現
事
」
に
も
あ
る
。
天
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竺
の
斯
羅
奈
国
の
姫
は
父
親
が
都
へ
上
が
っ
て
い
る
と
き
に
、
継
母
か
ら

大
き
な
穴
に
捨
て
ら
れ
よ
う
と
す
る
が
、
桧
の
木
を
削
り
落
と
し
な
が
ら

行
っ
た
た
め
、
助
か
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
中
田
李
美
子
は
「
枝
折
り
と

い
う
概
念
が
す
で
に
歌
学
の
世
界
に
存
在
し
て
い
た
と
思
う
」、「
道
し
る

べ
と
し
て
枝
折
り
を
す
る
と
い
う
の
は
和
歌
の
世
界
の
中
で
一
般
的
だ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
が
、「
枝
折
り
」
は
山
で
作
業
を
す
る

人
々
が
日
常
行
う
行
為
で
あ
る
。
ま
た
『
大
和
物
語
』
の
甥
が
叔
母
を
棄

て
る
話
は
、
派
生
と
考
え
る
よ
り
、
む
し
ろ
「
ア
ヒ
カ
ル
物
語
」
の
系
譜

か
ら
み
る
と
、
実
子
で
な
い
点
で
主
流
で
あ
る
。

中
国
の
棄
老
説
話
は
「
斗
鼠
記
」
と
し
て
鼠
を
排
除
す
る
話
に
な
っ
て

い
る
が
、
日
本
で
は
同
型
の
話
は
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
。

難
題
型
の
棄
老
説
話
つ
い
て
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
に
伝
承
さ
れ
て
い
た

「
ア
ヒ
カ
ル
物
語
」
が
各
地
に
伝
播
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
話

は
イ
ソ
ッ
プ
の
中
に
も
あ
り
、
そ
の
後
各
地
に
次
第
に
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
。

棄
老
説
話
は
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
を
経
て
中
国
、
朝
鮮
・

韓
国
を
通
り
日
本
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。
老
人
の
知
恵
で
難
題
を
解
き
、
難

局
を
乗
り
切
る
と
い
う
骨
格
を
持
っ
た
話
の
一
群
が
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
の

地
に
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
姿
を
変
え
な
が
ら
、
は
る
か
日
本
の
地

ま
で
伝
播
し
た
経
緯
が
う
か
が
え
る
。
比
較
口
承
説
話
の
文
学
研
究
の
成
果

を
取
り
入
れ
、
今
後
研
究
を
進
め
て
い
く
事
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

《
注
》

（
１
） 

契
沖
は
『
河
社
』
で
、稲
垣
龍
軒
は
『
東
湖
随
筆
』
で
『
雑
宝
蔵
経
』

と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る
。
柳
田
国
男
も
「
村
と
学
童
」
で
古
代

イ
ン
ド
の
仏
教
経
典
『
雑
宝
蔵
経
』
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
２
） 

双
方
並
立
し
た
理
由
と
し
て
「
一
国
民
俗
学
」
を
提
唱
し
た
柳
田
国

男
と
の
関
連
を
考
え
た
い
。
柳
田
の
「
一
国
民
俗
学
」
を
考
え
る
と

き
、
ど
う
し
て
も
飛
躍
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
連
絡
を
も
っ
と
し
た

方
が
よ
い
と
考
え
る
。

（
３
） 

高
麗
葬
と
い
う
語
は
韓
国
で
は
「
姥
捨
山
」
と
同
じ
使
い
方
を
す
る
。

（
４
） 

이
관
복
（
イ
ク
ァ
ン
ボ
ク
）
は
「
孝
の
美
徳
」
と
し
て
中
韓
棄
老
説

話
の
比
較
を
し
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
地
域
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
棄
老

説
話
は
仏
教
説
話
か
ら
の
影
響
が
大
で
あ
る
と
し
、
各
国
に
漸
移
し

て
い
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

《
参
考
文
献
》

이
관
복
（
イ
ク
ァ
ン
ボ
ク
）「『
잡
보
장
경
』
과 

중
한 

민
간
이
야
기
관
련

양
상
연
구
（「『
雑
宝
蔵
経
』
と
中
韓
民
間
説
話
関
連
様
相
研
究
」）『
対

角
思
想
』
如
来
十
六
号　

二
〇
一
一　

図
書
出
版
（
韓
国
）

飯
倉
照
平
編
「
南
方
熊
楠
・
高
木
敏
雄
往
復
書
簡
」『
熊
楠
研
究
』
五　

二
〇
〇
三　

南
方
熊
楠
資
料
研
究

池
田
亀
鑑
、
岸
上
槙
二
、
秋
山
虔
編
『
枕
草
子 

紫
式
部
日
記
』
一
九
五
八　

岩
波
書
店

伊
藤
義
教
『
古
代
ペ
ル
シ
ヤ
』
一
九
七
四　

岩
波
書
店

稲
田
浩
二
・
大
島
建
彦
・
川
端
豊
彦
・
福
田
晃
・
三
原
幸
久
『
日
本
昔
話

事
典
』
一
九
七
七　

弘
文
堂
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稲
田
浩
二
・
稲
田
和
子
『
日
本
昔
話
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
二
〇
〇
一　

三
省
堂

稲
田
浩
二
・
小
沢
俊
夫
『
日
本
昔
話
通
観
』
一
九
八
五
～
一
九
九
八　

同

朋
舎

井
本
英
一
「
棄
老
説
話
の
起
源
」『
国
際
文
化
論
集
（
十
四
）』
一
九
九
六　

桃
山
学
院
大
学

岩
男
久
仁
子
「「
イ
ソ
ッ
プ
」
伝
の
「
難
題
問
答
」」『
国
際
文
化
論
集

三
十
九
』
二
〇
〇
九　

桃
山
学
院
大
学

Ａ
・
モ
ス
タ
ー
ル
ト
『
オ
ル
ド
ス
口
碑
集
』
一
九
九
六　

磯
野
富
士
子
訳　

平
凡
社

岡
教
邃
訳
『
國
訳
一
切
経
・
本
縁
部
』
一
九
三
一　

大
東
出
版
社　

ト
ロ

ン
ト
大
学
収
蔵

王
燕
生
・
周
祖
生『
中
国
民
間
故
事
類
型
』
一
九
九
九　
商
務
印
刷
館
（
中
国
）

大
木
桃
子
「
母
の
祈
り
─
枝
折
型
姥
捨
伝
説
の
歌
に
関
す
る
考
察
─
」

『
語
文
研
究
』
八
十
五　

一
九
九
八　

九
州
大
学

大
島
建
彦
「
姨
捨
の
伝
承
（
含
姨
捨
伝
承
一
覧
）」『
日
本
文
学
文
化
』

二
〇
〇
一　

東
洋
大
学
日
本
文
学
文
化
学
会

大
島
建
彦
『
日
本
の
昔
話
と
伝
説
』
二
〇
〇
四　

三
弥
井
書
店

大
谷
義
博
「
姨
捨
山
伝
説
考
」『
季
刊
民
族
学
研
究
』（
二
）
一
九
六
二　

日
本
文
化
人
類
学
会

金
久
正
『
奄
美
に
生
き
る
日
本
古
代
文
化
』
一
九
六
三　

刀
江
書
院

金
容
儀
「『
棄
老
説
話
』
の
比
較
研
究
」『
日
本
研
究
』
二
十
五
巻　

二
〇
〇
八　

中
央
大
学
校
（
韓
国
）

木
村
正
中
編
『
土
佐
日
記
・
貫
之
集
』
一
九
八
八　

新
潮
社

キ
ャ
シ
ー
・
ス
パ
ニ
ョ
ー
リ
『
ア
ジ
ア
の
民
話
』
北
島
義
信
・
高
垣
友
海

訳　

二
〇
〇
一　

同
時
代
社

京
都
部
落
史
研
究
所
『
中
世
の
民
衆
と
芸
能
』
一
九
八
六　

阿
吽
社

工
藤
茂
『
姨
捨
の
系
譜
』
二
〇
〇
五　

お
う
ふ
う

小
峯
和
明
編
『
今
昔
物
語
集
二
』
一
九
九
九　

岩
波
書
店

『
孝
子
伝
』
陽
明
文
庫
本
『
孝
子
伝
』
陽
明
文
庫
蔵
・
船
橋
本
『
孝

子
伝
』
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

今
野
達
「
日
本
霊
異
記
〈
吉
志
火
麻
呂
〉
説
話
演
変
に
よ
せ
て
」『
今
野

達
説
話
文
学
論
集
』
二
〇
〇
八　

勉
誠
社
（『
国
語
国
文
』
五
十
五
巻

十
一
号
一
九
八
六　

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
）

斎
藤
忠
『
東
ア
ジ
ア
葬
・
墓
制
の
研
究
』
一
九
八
七　

第
一
書
房

阪
倉
篤
義
、
大
津
有
一
、
築
島
裕
、
阿
部
俊
子
、
今
井
源
衛
編
『
竹
取
物

語 

伊
勢
物
語 

大
和
物
語
』
一
九
五
七　

岩
波
書
店

坂
田
貞
二
『
イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー
ル
・
ス
リ
ラ
ン
カ
の
民
話
』
一
九
九
八　

み
く
に
出
版

簫
国
松
『
孫
家
香
故
事
集
』
一
九
九
八　

長
江
文
芸
出
版
社
（
中
国
）

杉
勇
・
三
笠
宮
崇
仁
『
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
集
』
筑
摩
世
界
文
学
大
系
１　

一
九
七
八　

筑
摩
書
房

『
雑
宝
蔵
経
』
書
写
年
代　

天
平
十
二
年
（
七
四
〇
年
）
阪
本
龍
門
文
庫

善
本
電
子
画
像
集
（
奈
良
女
子
大
学
所
蔵
資
料
画
像
集
）

関
敬
吾
『
昔
話
と
笑
話
』
一
九
六
六　

岩
崎
美
術
社

関
敬
吾
『
日
本
の
昔
話
─
比
較
研
究
序
説
─
』
一
九
七
七　

日
本
放
送
出

版
協
会

増
補
「
史
料
大
成
」
刊
行
会
『
増
補
史
料
大
成
』
第
24
巻　

一
九
八
九　

臨
川
書
店
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孫
晋
泰
『
朝
鮮
民
譚
集
』
一
九
三
〇　

郷
土
研
究
社

崔
来
沃
『
全
北
民
譚
』
一
九
七
九　

蛍
雪
出
版
社
（
韓
国
）

崔
来
沃
『
韓
国
口
碑
文
学
大
系
』
二
〇
〇
二　

全
羅
北
道
全
州
市
・
完
州

郡
篇　

韓
国
精
神
文
化
研
究
院
（
韓
国
）

崔
常
植
『
韓
国
の
民
話
伝
説
』
二
〇
〇
八　

金
順
姫
訳　

東
方
出
版

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
・
朝
鮮
王
朝
実
録
画
像
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
は
日
本
と
韓
国
に
分
散
し
て
い
る
）

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
国
史
編
纂
委
員
会
（
韓
国
）
ソ
ウ
ル
大
学 

奎
章
閣

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

『
朝
鮮
童
話
集
』
一
九
二
四　

朝
鮮
総
督
府

丁
乃
通
『
中
国
民
間
故
事
類
型
索
引
』
鄭
建
成
等
訳
一
九
八
六　

中
国
民

間
文
芸
出
版
社
（
中
国
）

遠
田
晤
良
「
更
級
日
記
に
お
け
る
姨
捨
」
一
九
七
九　

札
幌
大
学
教
養
部
・

札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
十
五

遠
田
勝
「「
イ
ソ
ッ
プ
伝
」
の
伝
承
と
変
容
─
「
ア
ヒ
カ
ル
物
語
」
か
ら

「
伊
曽
保
物
語
」
ま
で
」『
比
較
文
學
研
究
四
十
四
』
一
九
八
三　

東
大

比
較
文
學
會
編

俊
頼
髄
脳
研
究
会
編
『
俊
頼
髄
脳
』
一
九
九
九　

和
泉
書
院

中
田
李
美
子
「
わ
が
国
に
お
け
る
棄
老
説
話
の
演
変
」『
国
語
国
文
学
会

誌
』
第
三
十
一
号　

一
九
八
八　

学
習
院
大
学

中
務
哲
郎
『「
イ
ソ
ッ
プ
」
寓
話
の
世
界
』
一
九
九
六　

筑
摩
書
房

中
村
元
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
全
集
』
10　

一
九
八
八　

春
秋
社

中
村
亮
平
『
朝
鮮
童
話
集
』
一
九
二
六　

富
山
房

朴
チ
ョ
ン
イ
ク
『
韓
国
古
典
説
話
集
』
二
〇
〇
〇　

民
俗
苑
（
韓
国
）

白
庚
勝
『
中
国
民
間
故
事
全
書
』
二
〇
〇
五
～
二
〇
一
二　

知
識
産
権
出

版
社
（
中
国
）

裴
永
鎮
『
金
徳
順
故
事
集
』
一
九
八
五　

上
海
文
芸
社
（
中
国
）

花
部
英
雄
「
姥
捨
山
私
考
」『
昔
話
伝
説
研
究
』
六　

一
九
七
七　

昔
話

伝
説
研
究
会

福
田
ア
ジ
オ
他
『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
上　

一
九
九
九　

吉
川
弘
文
館

藤
沢
衛
彦
「
棄
老
養
老
譚
」「
日
本
棄
老
説
話
文
献
考
」『
日
本
伝
説
研
究　

２
』
一
九
三
五　

三
笠
書
房

藤
田 

宏
達
・
中
村
元
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
全
集
』
二
〇
〇
八　

春
秋
社

古
田
博
司
「
朝
鮮
王
朝
前
期
葬
喪
礼
教
化
政
策
」『
史
学
』
第
六
二
巻
第

一
・
二
号　

一
九
九
二　

三
田
史
学
会

南
方
熊
楠
『
南
方
熊
楠
全
集
』
八　

書
簡
Ⅱ　

一
九
七
二　

平
凡
社

三
輪
環
『
伝
説
の
朝
鮮
』
一
九
一
九　

博
文
館

柳
田
国
男
「
村
と
学
童
」『
柳
田
国
男
全
集
』
十
四　

初
版
一
九
四
五　

筑
摩
書
房

柳
田
国
男
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
二
十
一
巻　

一
九
六
二　

筑
摩
書
房

柳
田
国
男
「
比
較
民
俗
学
の
問
題
」『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
三
十
巻

一
九
六
四　

筑
摩
書
房

劉
守
華
『
中
国
民
間
故
事
類
型
研
究
』
二
〇
〇
二　

華
中
師
範
大
学
出
版
社

（
中
国
）

渡
邊
欣
雄
・
岡
野
宣
勝
『
沖
縄
民
俗
辞
典
』
二
〇
〇
八　

吉
川
弘
文
館

 

（
た
ば
た
・
ひ
ろ
こ
／
熊
本
大
学
大
学
院
）


